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をやの思いをにをいがけ、

内治に心を配り おたすけに誠の心を尽くそう
うちうち

１．一歩前進 百万軒
２．おつとめの徹底と ひのきしん
３．機を逃さず おさづけの取次

初代様手縫の巾着（芳井分教会所蔵）
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かさおか 立教167年 (平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1 号○

昨
年
は
大
変
御
苦
労
様
で
し
た
。
一

昨
年
の
大
祭
で
御
発
布
さ
れ
た
諭
達
第

二
号
を
受
け
、
教
祖
百
二
十
年
祭
に
向

け
三
年
千
日
と
仕
切
っ
て
成
人
の
歩
み

を
始
め
た
歩
み
出
し
の
年
と
し
て
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と
心
を
定
め
、

成
人
へ
と
歩
み
出
し
て
下
さ
っ
た
事
と

思
い
ま
す
。
諭
達
に
込
め
ら
れ
た
「
人

を
救
け
る
心
の
涵
養
と
実
践
」
の
趣
旨

を
受
け
「
親
の
思
い
を
に
を
い
が
け
、

内
治
に
心
を
配
り
、
お
た
す
け
に
誠
の

心
を
尽
く
そ
う
」
を
合
言
葉
に
「
一
、

一
歩
前
進
百
万
軒
」
「
一
、
お
つ
と
め
の

の
反
省
を
基
に
、
反
省
に
臆
す
る
事
な

く
、
よ
り
一
層
の
勢
い
を
も
っ
て
実
動

に
邁
進
さ
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

又
、
三
年
千
日
成
人
の
歩
み
は
、
仕

切
っ
て
ひ
な
が
た
を
辿
る
歩
み
と
お
聞

か
せ
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ひ
な
が
た
の

歩
み
は
決
し
て
楽
々
の
道
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
た
す
け
一
条
の
苦
労
の

道
で
あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
残
さ
れ
た

二
年
、
自
ら
苦
労
を
求
め
て
ご
恩
報
じ

の
歩
み
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。何
卒
一
手
一
つ
に
歩
ん
で
下
さ
る
事

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

笠
岡
大
教
会
長

上
原

理
一

徹
底
と
ひ
の
き
し
ん
」
「
一
、
機
を
逃
さ

ず
お
さ
づ
け
の
取
次
」
を
実
践
項
目
と

定
め
、
実
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

実
動
内
容
に
つ
い
て
は
各
自
に
反
省
を

お
任
せ
し
ま
す
が
、
歩
幅
は
違
っ
て
も

皆
間
違
い
な
く
確
実
に
、
教
祖
百
二
十

年
祭
に
向
け
成
人
の
歩
み
出
し
を
す
る

事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
二
年
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
踏
み
出
し
た
一
歩
を
受
け
、
し
っ

か
り
と
二
歩
目
を
踏
み
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
三
年
目
は
よ
り
大
き
く
踏
み

出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年
昨
年

立
教

一
六

七
年

明
け

ま
し

て
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
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○立教167年(平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1号 かさおか

立教立教立教立教１６７１６７１６７１６７年 笠岡大教会 年間行事 予定表年 笠岡大教会 年間行事 予定表年 笠岡大教会 年間行事 予定表年 笠岡大教会 年間行事 予定表
会部

全 体 行 事全 体 行 事全 体 行 事全 体 行 事 ひのきしんひのきしんひのきしんひのきしん 布 教 部 海 外 部布 教 部 海 外 部布 教 部 海 外 部布 教 部 海 外 部
月

４～18 直轄教会春季大祭参拝
１１１１ 20 年頭会議 25～27 春季大祭詰所受入

27～31 直属ひのきしん５日隊(30名)

２～15 部内巡教 22 にをいがけ･おたすけ実修会要員研修会
２２２２ 16～29 本部食堂(福山ブロック) 26･27 教会長講習会

28･29 修養科修了講習会

２～15 部内巡教
３３３３

１ケ年 本部保安(１名) ４月 にをいがけ･おたすけ実修会
４４４４ １～５ 直属ひのきしん５日隊(20名) ～６月 (全教会で実施)
22 ３代会長夫妻･４代会長年祭 17～19 教祖ご誕生祭詰所受入

４～18 直轄教会定期巡教 １～15 本部食堂(髙屋ブロック)
５５５５ 16 全教一斉ひのきしんデー

28･29 修養科修了講習会

６６６６ 11～15 直属ひのきしん５日隊(20名)

１～25 直属ひのきしん特別隊
７７７７ 16～31 本部食堂(島根ブロック)

こどもおぢばがえり
26～４ こどもおぢばがえり 25～４

詰所受入
８８８８ ６～20 直属ひのきしん特別隊

11～15 直属ひのきしん５日隊(20名) 28･29 修養科修了講習会 22～24 英語講習会

１～30 布教推進強調月間
９９９９ ９月 にをいがけ･おたすけ実修会

～11月 (全教会で実施)
28～30 全教一斉にをいがけデー

４～18 直轄教会秋季大祭参拝 １ケ年 本部保安(１名)
10101010 １～15 本部食堂(上府ブロック)

25～27 秋季大祭詰所受入

11111111

28 別席伏せ込みひのきしん団参 28･29 修養科修了講習会

12121212 22 年末大掃除 21 献血ひのきしん
27 詰所餅搗

◎常詰会議 註：ブロックの区分けは ◎おかえり講話 ◎月例勉強会(毎月21日)
備 毎月29日 午前10:00 直１：鶴山～明石市 １月25日、４月17日 ◎『英文かさおか』発行
考 ◎直轄教会長の集い 直２：久松､東城～錦備 ４月18日、10月25日 ◎海外よふぼく月報

毎月20日 午後 2:00 上府：上下、府中市 いずれも午後 7:00

◎役員並びに直轄教会長会議：毎月29日午後 2:00、２月は末日、４月は午後 3:00、７･９･12月は20日(直轄教会長の集いに替えて行なう)

会部 学 生 会学 生 会学 生 会学 生 会婦 人 会 青 年 会 少 年 会 輸 送 部婦 人 会 青 年 会 少 年 会 輸 送 部婦 人 会 青 年 会 少 年 会 輸 送 部婦 人 会 青 年 会 少 年 会 輸 送 部
月 学生担当委員会学生担当委員会学生担当委員会学生担当委員会

１１１１

31 全委員部長研修会 25～27 春季大祭参拝

２２２２
21 学生層育成者講習会

３３３３ 28 春の学生おぢばがえり
(直属アワー)

30～２ 鼓笛バンド講習会
２ おつとめまなび総会

４４４４ 19 婦人会本部総会 17～20 教祖ご誕生祭参拝
25 新入生歓迎会(おぢば)

５５５５

23 ひまわり会おつとめ大会

５･６ こかん様に続く会
６６６６ 21 縦の伝道講習会
27 伏込みひのきしん 26･27 別席･伏込ひのきしん団参 (育成講習会)

７７７７

こどもおぢばがえり
26～４

団体列車１本
８８８８

22～24 新入会員研修会 22～24 野外錬成会(キャンプ)
29～５ 全分会布教推進週間

９９９９

23 学生の集い

10101010

27 本部青年会総会 25～27 秋季大祭参拝

１ヶ月ひのきしん隊
11111111

23 委員部長後継者講習会

12121212 雅 楽 部雅 楽 部雅 楽 部雅 楽 部

◎支部例会(毎月5日午前10時) ◎大教会ひのきしん ○教会おとまり会の実施 ◎練 習：毎月次祭前日
備 ◎直轄委員部長連絡会(毎月次祭後) 毎月19日 午前9:00～ 夕勤後
考 ◎女子青年例会日(毎月第４日曜日) ◎舞楽練習：毎月次祭日
◎ひまわり会(毎月３日) 夕 刻
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かさおか 立教167年 (平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1 号○

立教167年 定 期 巡 教 表

教会名 巡教月日 巡 教 員 教会名 巡教月日 巡 教 員 教会名 巡教月日 巡 教 員

廣 町 ２月１３日 大教会奥様 御 野 ３月 ８日 大教会奥様 大 江 橋 ２月 ５日 岡 本 久 善

福 廣 ３月 ７日 河 原 節 喜 香 地 華 ３月 ９日 大教会長様 品 治 ３月 ７日 武 内 清

福 勇 ２月１１日 岡 本 久 善 真 金 ３月１１日 門 脇 誠 教 久 福 ２月 ８日 中 村 邦 義

福 芦 ２月 ９日 岡 本 久 善 仲 條 ３月 ８日 岡 本 久 善 呉 福 ３月 ５日 中 村 邦 義

福 満 ２月 ８日 大教会奥様 稲 倉 ２月１３日 吉 岡 壽 久 津 ２月 ９日 上 原 繁 道

福 岩 ２月１２日 上 原 繁 道 稲 瀬 ２月 ５日 大教会長様 鶴 南 ２月 ８日 岡 本 久 善

西 村 ３月１０日 大教会長様 稲 富 士 ２月１５日 佐 藤 道 孝 鶴 眞 ３月１０日 岡 崎 和 夫

福 年 ２月 ７日 吉 岡 壽 稲 讃 ２月１０日 大教会長様 川 島 郷 ２月１０日 岡 崎 和 夫

引 野 ２月 ６日 大教会長様 門 司 港 ２月１２日 佐 藤 道 孝 鴨 方 ３月 ６日 河 原 節 喜

福 昭 ２月１１日 大教会長様 大 惠 山 ３月１２日 吉 岡 壽 作 備 ２月 ６日 河 原 節 喜

福 春 ２月 ５日 河 原 節 喜 東 水 島 ２月１０日 大教会奥様 輝 華 ２月１３日 中 村 剛

福 中 ２月１２日 武 内 清 高 児 島 ３月 ５日 岡 本 久 善 錦 ヶ 原 ３月 ３日 武 内 清

福 冨 士 ３月１０日 門 脇 誠 教 出 雲 ３月１１日 中 村 剛 行 縢 ３月１１日 武 内 清

福 東 ３月 ９日 門 脇 誠 教 瑞 雲 ３月 ６日 岡 崎 和 夫 眞 府 ２月 ９日 武 内 清

東 福 山 ２月 ６日 武 内 清 海 潮 川 ３月 ８日 岡 崎 和 夫 吉 舎 ３月 ４日 佐 藤 道 孝

福 南 ２月１３日 中 村 邦 義 錦 洋 ３月１４日 大教会長様 清 嶽 ３月 ５日 吉 岡 壽

福 順 ２月１１日 河 原 節 喜 米 府 ３月１５日 大教会長様 上 小 畠 ２月１０日 武 内 清

福 節 ３月 ８日 中 村 邦 義 弓 ヶ 濱 ３月 ８日 佐 藤 道 孝 木 津 和 ３月 ６日 田 中 一 之

福 備 ２月 ３日 岡 崎 和 夫 西 伯 ３月 ９日 佐 藤 道 孝 國 須 ２月 ７日 田 中 一 之

福 輝 ３月１３日 岡 本 久 善 米 美 ３月 ５日 大教会長様 上 吉 野 ３月１２日 中 村 邦 義

坪 生 ２月 ５日 岡 崎 和 夫 伯 仙 ３月１０日 佐 藤 道 孝 上 備 ３月 ８日 大教会長様

八 尋 ２月１０日 上 原 繁 道 照 雲 ３月 ６日 大教会長様 河 佐 ３月 ４日 武 内 清

深 安 ２月 ６日 大教会奥様 輝 伯 ３月 ３日 田 中 一 之 上 川 邊 ３月１２日 佐 藤 道 孝

笠 尋 ２月 ３日 大教会奥様 松 都 ３月 ７日 岡 崎 和 夫 甲 井 ３月 ６日 吉 岡 壽

芦 品 ２月１３日 岡 本 久 善 樺 島 ３月 ３日 大教会奥様 上 父 ３月 ７日 大教会奥様

安 那 ３月 ８日 河 原 節 喜 亀 田 山 ３月１２日 大教会長様 阿 木 行 ３月 ２日 上 原 繁 道

芦 田 川 ３月 ３日 中 村 剛 出雲川津 ３月１０日 中 村 剛 宇 津 戸 ３月 ５日 中 村 剛

三 郡 ３月１０日 大教会奥様 天 場 山 ３月 ８日 吉 岡 壽 河 面 ２月 ８日 大教会長様

芦 常 ２月 ５日 吉 岡 壽 簸 ノ 川 ３月１０日 上 原 繁 道 府 鮮 ３月１３日 田 中 一 之

芦 辺 ２月 ９日 佐 藤 道 孝 多 古 浦 ３月１３日 大教会長様 府 世 原 ３月１２日 岡 本 久 善

芦 加 茂 ２月 ６日 中 村 邦 義 瑞 北 ３月 ９日 上 原 繁 道 神 驛 ２月 ５日 中 村 邦 義

惠 陽 ３月１４日 吉 岡 壽 雲 東 ３月１１日 上 原 繁 道 神 免 ２月 ８日 吉 岡 壽

陽 實 ２月１２日 河 原 節 喜 呉 中 ２月 ８日 門 脇 誠 教 葦 沼 ２月 ７日 佐 藤 道 孝

4



○立教167年(平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1号 かさおか

第７５５期修養科募集要項

＊修養科期間

立教１６７年３月１日～５月２７日

＊教 養 掛

３ヶ月間 西 江 昌 直 （大教会役員・金 浦 分教会長）

１ヶ月目 原 公 彦 （芦 常 分教会長）

２ヶ月目 藤 本 基 喜 （惠 陽 分教会長）

３ヶ月目 田 中 隆 之 （福 山 分教会長）

＊募集要項

・志願者は、３月末日現在で満１７歳以上で、下表の必要書類を携え、上級教会を経由して大

教会に順序参拝すること。

・２月２５日までに笠岡詰所に入所し、教養掛の面接を受けること。

・３ヶ月の修養期間を修了後は、大教会での修養科修了講習会を受講し、５月２９日の昼食後

に解散。

＊教 科 書（必須）

『おふでさき』、『みかぐらうた』、『天理教教典』、『稿本天理教教祖伝』、『よふぼく手帳』。

＊参 考 書（出来れば持参）

『おてふり概要』、『なりもの練習譜』（笛・打楽器または三曲）、『おやしき・史跡案内』。

＊携 行 品

おつとめの扇、筆記用具、認印、笛（男鳴物の講義で笛と小鼓の内、笛を選択する人のみ）。

＊服 装

ハッピ及び帯・バンド、長ズボン（又は、それに類するもの）、靴。

書 類 大教会 詰所 備 考

「順序参拝票」 ○ ○

「別 席 願」 ○ ○ ・「初席願」の順序参拝がまだの者で、修養科入学後に初席

「席 札」 ○ を運ぶ者のみ。

「別席のしおり」 ○ ○ ・願書に日付を入れない事。

大教会 御供 ○ ・おさづけの理拝戴願の順序参拝も合せて行なう。

本 部 御供 ○ ・「別席の誓いの言葉」は別席の誓いの日までに覚えること。

「おさづけの理拝戴願」 ○ ○ ・「おさづけの理拝戴願」の順序参拝がまだの者のみ。

「おはなし」 ○ ・願書に日付を入れない事。

大教会 御供 ○

本 部 御供 ○

「修養科入学願」 ○ ・御供は任意であるが、慣例により、２００円以上。

「修養科入学事由書」 ○

修養科入学御供 ○

｢住民票｣または｢戸籍抄本｣ ○ ・「戸籍記載事項証明書」、「身分証明書」でもよい。
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実践項目集計（ 11月）
百万軒にをいがけ ７６,０９７軒
おさづけのお取次 ５,０２８回
身上事情お願い ９６６件
提出教会 １２３ヶ所

かさおか 立教167年 (平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1 号○

学生層育成者講習会のご案内

日 時 ２月２１日（土）大教会月次祭おつとめ終了後

場 所 大教会神殿

対 象 教会長、先達、よふぼく

にをいがけ、おたすけ実修会要員研修会

日 時 ２月２２日（日）朝づとめより

正 午 昼食後 解散

場 所 笠岡大教会 講堂

講 師 大教会長様

内 容 講義「おつとめの理あい」

感話（代表２人）

ねりあい

対 象 実修会要員

服 装 ハッピ着用

立教１６７年 教会長講習会

日 時 ２月２６日 午後１時３０分 受付、２時 開講

２７日 正午 閉講

場 所 笠岡詰所

講 師 本部員 永 尾 一 夫 先生

布教の家 岡山寮 副寮長・教誨師

旭中央分教会 前会長 岡 本 照 子 先生

内 容 大教会長様挨拶、講話① 永尾一夫先生、

講話② 岡本照子 先生、ねりあい（約４時間）。

対 象 教会長

受講お供 ３，０００円（受付で頂きます）。

6



○立教167年(平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1号 かさおか

特別ひのきしん５日隊

期 間 ４月１日（木）～４月５日（月）

割 当 ２０名(参加ご希望の方は、早めに各ブロック布教部員へ)

参加御供 ３，０００円

鼓笛バンド講習会

日 時 ３月３０日（火）～４月２日（金）３泊４日

内 容 お供え演奏曲の練習・修得、

お楽しみ行事（室内オリンピック等）

参加御供 ２，０００円

※４月２日は、少年会おつとめ総会へも参加します。

立教１６７年

少年会笠岡団おつとめまなび総会

日 時 平成１６年４月２日（金）午前９時 受付、９時半 開会

場 所 笠岡大教会

内 容 午前中 おつとめまなび式典

午後 アトラクション（お楽しみ行事）

対 象 少年会員、高校生、大学生（係員としてひのきしん）

参加御供 各教会 １、０００円

おつとめまなび総会役割

よろづよ～２下り目＝上 下 ３～４下り目＝直１、大教会

５～６下り目＝福 山 ７～８下り目＝高 屋

９～10下り目＝島 根 １１下り目＝久 松

１２下り目＝直２、府中市

春の学生おぢばがえり

日 時 ３月２８日（日）

内 容 式典「真柱様お言葉」(午前９時・本部中庭）

直属アワー・別席

後夜祭『春まつり』（夕づとめ後）
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かさおか 立教167年 (平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1 号○

立
教

百
六

十
六

年
十

二
月

月
次

祭
祭

文

こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
会
長
上
原
理
一
慎
ん
で
申
し
上

げ
ま
す

親
神
様
の
親
心
溢
れ
る
御
守
護
と
お
導
き
を
頂
き
つ
つ
月
日
を
重
ね
る
う
ち
に
立
教
百
六
十
六
年
の
今
年
も
早
や

十
二
月
を
迎
え
残
す
と
こ
ろ
あ
と
十
日
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
日
頃
の
御
高
恩
に
御
礼
申
し
上
げ
改
め
て
今
年

一
年
を
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
昨
年
秋
の
大
祭
に
御
発
布
戴
い
た
諭
達
第
二
号
を
受
け
笠
岡
で
は
「
を
や
の
思
い
を

に
を
い
が
け
内
治
に
心
を
配
り
お
た
す
け
に
誠
の
心
を
つ
く
そ
う
」
を
合
言
葉
に
三
つ
の
実
践
項
目
を
揚
げ
教

祖
百
二
十
年
祭
に
向
け
て
三
年
千
日
と
仕
切
っ
て
の
歩
み
出
し
の
年
と
し
て
位
置
づ
け
成
人
の
歩
み
を
進
め
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
中
に
地
方
講
習
会
に
参
加
又
各
教
会
に
於
け
る
に
を
い
が
け
お
た
す
け
実
修
会
等
を
通
し
て
実
践
項
目

の
心
作
り
と
実
動
に
勤
め
励
ま
せ
て
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た

ま
だ
一
年
目
と
て
十
分
な
成
人
は
出
来
て
お
り
ま
せ

ん
が
成
人
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
ま
し
た
事
を
有
難
く
存
じ
ま
す
。

今
年
一
年
賜
り
ま
し
た
御
守
護
の
数
々
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
年
末
の
慌
た
だ
し
さ
寒
さ
も
厭
い
ま
せ

ず
寄
り
集
い
ま
し
た
理
に
繋
が
る
道
の
子
供
達
と
相
共
に
只
今
か
ら
お
つ
と
め
奉
仕
者
一
同
喜
び
感
謝
の
心
も
一
汐

に
陽
気
に
勇
ん
で
座
り
づ
と
め
て
を
ど
り
を
つ
と
め
て
本
年
納
め
の
月
次
祭
を
執
り
行
な
わ
せ
て
頂
き
ま
す
皆
の

真
実
の
状
を
御
覧
下
さ
い
ま
し
て
親
神
様
に
も
お
勇
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

又
年
の
瀬
に
当
り
今
年
一
年
を
真
摯
に
振
り
返
っ
て
み
た
時
三
年
千
日
の
一
年
目
と
は
言
え
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

素
直
に
反
省
を
す
る
と
共
に
来
る
べ
き
年
に
向
け
新
た
な
気
持
ち
で
成
人
を
誓
い
合
い

一
日
一
日
確
実
な
成
人
の
歩
み
に
な
る
よ
う
諭
達
に
込
め
ら
れ
た
「
人
を
救
け
る
心
の
涵
養
と
実
践
」
の
思
い
を
心

に
湛
え
て
申
し
合
わ
せ
た
実
践
項
目
の
実
動
に
邁
進
さ
せ
て
頂
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
我
身
思
案
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
世
の
中
に
あ
っ
て
決
し
て
惑
わ
さ
れ
る
事
な
く
む
し
ろ
そ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
と
我
身
思
案
を
捨
て
ひ
な
が
た
一
筋
に
歩
も
う
と
す
る
皆
の
真
実
の
心
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
ま

し
て
万
た
す
け
の
上
に
更
な
る
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
助
け
る
方
も
助
け
ら
れ
る
方
も
共
に
た
す
け
一
条
の
喜
び
を

味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
て
喜
び
溢
れ
る
年
末
年
始
に
な
り
ま
す
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
お
願
い
申

▽
秀
詠

川
島

郷
分

教
会

前
会

長
香

取
敏

子

真
実

真
実

真
実

真
実
とと とと

誠誠 誠誠
のの のの
心心 心心
をを をを
目
標

目
標

目
標

目
標
と
し

と
し

と
し

と
し

め
ど

う
め

ど
う

め
ど

う
め

ど
う

▽
佳
詠

東
悠

分
教
会
長

夫
人

田
林

美
智

子

お
さ
づ
け
に

お
さ
づ
け
に

お
さ
づ
け
に

お
さ
づ
け
に

瞬瞬 瞬瞬
き
も
せ
ず

き
も
せ
ず

き
も
せ
ず

き
も
せ
ず

幼幼 幼幼
のの のの
目目 目目

お
さ
な

お
さ
な

お
さ
な

お
さ
な

▽
佳
詠

芳
阪

布
教

所
長

杉
原

幹
夫

匂匂 匂匂
い
が
け

い
が
け

い
が
け

い
が
け

さ
づ
け

さ
づ
け

さ
づ
け

さ
づ
け
取取 取取
りり りり
次次 次次
ぎぎ ぎぎ
目
指

目
指

目
指

目
指
すす すす
朝朝 朝朝

こ
こ
ろ

の
詩

養
徳
社
発
行
『
陽
気
』
一
月
号
「
道
柳
」
よ
り
転
載
。

今
回
の
課
題
は
「
目
」
、
撰
六
十
七
句
中
、
笠
岡
に
繋
が
る
教

友
の
方
三
名
(
三
句
)
が
見
事
撰
ば
れ
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
『
か
さ
お
か
』
誌
に
お
い
て
も
、
読
者
の
皆
様
方
の
才
能

溢
れ
る
作
品
を
、
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
･
自

薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
、
ド
シ
ド
シ
ご
寄
稿
く
だ

さ
い
。
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立
教

百
六

十
七

年
元

旦
祭

祭
文

こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
会
長
上

原
理
一
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

親
神
様
の
尽
き
せ
ぬ
親
心
に
よ
り
ま
す
御
守
護
と
お
導
き
を
頂
い
て
こ
こ
に
立
教
百
六
十

七
年
の
新
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

一
同
と
共
に
御
礼
と
寿
ぎ
心
を
込
め
ま
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
賜
っ

た
御
守
護
の
数
々
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
見
守
り
と
お
導

き
を
頂
き
た
い
も
の
と
只
今
か
ら
笠
岡
に
繋
が
る
よ
ふ
ぼ
く
一
同
慶
び
心
も
一
入
に
明
る
く

陽
気
に
勇
ん
で
座
り
づ
と
め
て
を
ど
り
を
つ
と
め
て
元
旦
祭
を
執
り
行
わ
せ
て
頂
き
ま
す

御
前
に
は
折
か
ら
の
寒
さ
厳
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
喜
び
と
感
謝
そ
し
て
希
望
を
胸
一
杯
に

湛
え
て
夜
も
明
け
き
ら
ぬ
内
か
ら
寄
り
集
い
ま
し
た
よ
ふ
ぼ
く
信
者
又
こ
れ
か
ら
の
道
を
担

う
子
供
達
が
共
に
お
歌
を
唱
和
し
同
じ
思
い
に
伏
し
拝
む
状
を
御
覧
く
だ
さ
い
ま
し
て
親
神

様
に
も
お
勇
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
昨
年
は
教
祖
百
二
十
年
祭
に
向
け
三
年
千
日
と
仕
切
っ
て
成
人
す
る
べ
く
歩
み
出
し

た
一
年
目
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た

諭
達
第
二
号
の
御
発
布
を
受
け
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
実
践
項
目
を
定
め
て
た
す
け
一
条
の

実
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

加
え
て
西
境
内
地
拡
張
整
備
ふ
し
ん
や
お
や
さ
と
や
か
た

南
右
二
棟
の
ふ
し
ん
を
通
し
て
お
ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
頂
き

土
持
ち
に
汗
を
流
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

今
年
は
二
年
目
昨
年
の
反
省
を
ふ
ま
え
よ
り
成
人

さ
せ
て
頂
く
べ
く
心
を
尽
く
し
た
す
け
一
条
の
実
動
に
邁
進
さ
せ
て
頂
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す

人
々
は
世
上
に
悲
観
し
て
か
個
々
の
楽
し
み
ば
か
り
を
追
い
求
め
助
け
合
う
姿
が
失
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す

そ
ん
な
中
真
実
の
親
に
縋
り
た
す
け
一
条
の
誠
を
尽
く
そ
う
と
す
る

道
の
子
の
姿
が
あ
り
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
皆
の
た
す
け
一
条
の
誠
真
実
の
心
を
お
受
け

取
り
下
さ
い
ま
し
て
万
た
す
け
に
尚
も
の
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
ま
し
て
お
望
み
下
さ
る
陽

気
ぐ
ら
し
の
世
の
状
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
と

共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

○立教167年(平成16年/2004年) 1 月21日 第43巻 第 1号 かさおか

立
教

百
六

十
六

年
歳

晩
祭

祭
文

こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御

前
に
会
長
上
原
理
一
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

親
神
様
の
子
供
か
わ
い
い
一
条
の
親
心
溢
れ
る
御
守
護
と
お
導
き
の
ま
ま
に

日
々
結
構
に
お
連
れ
通
り
頂
い
て
お
り
ま
す
中
に
今
年
も
早
や
数
時
間
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

改
め
て
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

日
本
の
政
治
も
経
済
も
イ
ラ
ク
戦
争
に
振
り
回
さ
れ
何
か
落
ち
着
き
の
な
い
一

年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す

又
長
雨
に
よ
り
農
作
物
が
不
作
で
収
穫
期
の

盗
難
が
相
次
ぎ
人
の
モ
ラ
ル
も
こ
こ
ま
で
落
ち
て
し
ま
っ
た
か
の
感
の
す
る
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た

そ
の
中
笠
岡
に
繋
が
る
お
互
い
は
教
祖
百
二
十
年
祭
に
向
け
三
年
千
日
の
一

年
目
と
仕
切
っ
て
成
人
の
歩
み
を
進
め
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た

ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
実
践
項
目
を
申
し
合
わ
せ
て
「
人
を
救
け
る
心
の
涵
養
と
実

践
」
の
諭
達
第
二
号
の
精
神
に
応
え
よ
う
と
実
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

遅
々
と
し
た
歩
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
確
実
な
成
人
の
歩
み
と
な
ら
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
は
誠
に
有
難
く
勿
体
な
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す

今
年
一
年
賜
り
ま
し
た
数
々
の
御
守
護
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
遠

近
を
問
わ
ず
帰
り
集
い
ま
し
た
道
の
子
供
達
と
相
共
に
只
今
か
ら
立
教
百
六
十

六
年
の
歳
晩
祭
を
執
り
行
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
す

皆
の
喜
び
心
一
杯
の
姿
を
御
覧
下
さ
い
ま
し
て
親
神
様
も
お
勇
み
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

そ
し
て
来
る
べ
き
立
教
百
六
十
七
年
が
今
年

一
年
の
反
省
を
ふ
ま
え
た
す
け
一
条
に
邁
進
し
て
世
界
中
が
力
で
押
さ
え
つ
け

合
う
の
で
は
な
く
力
を
出
し
合
っ
て
救
け
合
え
る
世
の
姿
に
一
歩
で
も
近
づ
か

せ
て
頂
け
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
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◎
第
七
五
二
期
修
養
科

自
立
教
年
月
１
日

166

12

至
立
教

年
２
月
日

167

27

＊
教
養

掛
三
ヶ
月
間

中
村

剛
(久
松
分
教
会
長
)

一
ヶ
月
目

奥
忠
郎

(府
鮮
分
教
会
長
)

二
ヶ
月
目

西
村
彦

一

(瑞
雲
分
教
会
長
)

三
ヶ
月
目

高
木
昭

祥

( 湯
田

原
分

教
会

長
)

＊
志
願

者
引
野

谷
屋

賢
三

稲
倉

藤
井

彬

雲
東

米
原

豊
鶴
眞

延
原

光
生

髙
屋

谷
本

倫
子

明
石
市

杉
原

智
子

亀
田
山

浜
田

た
つ
子

◎
教
会
長
資
格
検
定
講
習
会
修
了
者

前
期

立
教
年
月
日
終
講

166

11

14

福
東

中
村

佳
弘

大
江
橋

村
川

忠

前
期

立
教
年
月
日
終
講

166

12

14

海
松
ヶ
岡

森
本

正
典

大
教
会
だ
よ
り

◎
第
七
五
三
期
修
養
科
一
期
講
師

自
立
教

年
１
月
１
日

167

至
立
教

年
３
月

日

167

27

輝
美
濃

谷
内
伸

自

◎
直
属
ひ
の
き
し
ん
五
日
隊

自
立
教

年
月
１
日

166

11

至
立
教

年
月
５
日

166

11

＊
世

話
班

芳
井

佐
藤
道

孝
福

山
田

中
隆

之
＊
参

加
者

笠
岡

淺
野

明
教

髙
屋

谷
本

章
髙

屋
石

井
伴

史
島

根
門

脇
元
教

久
松

河
村

文
子

興
明

吉
岡

誠
一
郎

陶
山

上
原
繁

道
海
松
ヶ
岡

高
原

清
新
山
邑

国
定

栄
江

神
昭

渡
邉

隆
夫

美
之
郷

桑
田

正
則

美
之
郷

桑
田
道

則
廣

町
宮

本
泰

德
福

満
福

島
大

介
福

昭
平

盛
秀

年
福

節
藤

井
治

喜
三
郡

貞
清

知
実

惠
陽

藤
本
基

喜
稲

倉
北

川
治

史

稲
富
士

須
毛
田

昇
大
惠
山

瀬
藤

教
雄

出
雲

高
島
定

彦
米

府
三

代
幸

多
古
浦

余
村

健
雲

東
三
代

温
生

雲
東

内
田

啓
一

品
治

渡
邉

芙
佐
子

上
小
畠

田
中

一
矩

上
備

田
渕

光
明

宇
津
戸

松
谷
明

彦
府

鮮
奥

忠
郎

◎
お
や
さ
と
ふ
し
ん
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊

自
立
教

年
月
１
日

166

11

至
立
教

年
月

日

166

11

24

笠
岡

内
海

史
郎

芳
井

佐
藤
真

孝
海
松
ヶ
岡

宮
崎

智
史

吸
江

山
地
孝

志
西

村
藤

本
晴

司
引

野
谷

屋
賢
三

福
昭

平
盛

尚
樹

惠
陽

西
平
和

史
陽

實
佐

藤
真
理
志

香
地
華

福
留

誠
児

西
伯

本
多
正

悟

◎
直
属
ひ
の
き
し
ん
特
別
隊

自
立
教

年
月
１
日

166

12

至
立
教

年
月

日

166

12

20

久
松

中
村

剛
史

一
月
十
七
日
は
メ
モ
リ
ア
ル
な
日
で
あ
る
。

毎
年
、
こ
の
日
に
な
る
と
思
い
出
す
。

四
日
後
、
突
然
の
三
代
真
柱
様
の
春
季
大
祭

ご
参
拝
。
陸
路
は
絶
た
れ
、
空
路
高
知
よ
り
の

ご
来
笠
。
全
教
に
先
駈
け
て
お
仕
込
み
く
だ
さ

れ
た
「
対
岸
の
火
」
の
お
話
し
は
記
憶
に
新
し

い
。そ
の
九
日
後
、
大
い
な
る
四
代
大
教
会
長
様

の
お
出
直
。
二
ヶ
月
後
に
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
。
九
月
に
は
、
前
真
柱
様
の
ご
入
院
･
手

術
。
明
け
て
一
月
十
二
日
に
は
老
奥
様
が
お
出

直
し
遊
ば
さ
れ
た
。

洵
に
、
心
の
亡
く
な
る
一
年
で
あ
っ
た
が
、

忙
し
く
は
あ
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

一
年
で
あ
る
。

教
祖
百
十
年
祭
年
祭
活
動
仕
上
げ
の
一
年

間
は
、
こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

年
祭
は
出
直
の
旬
で
あ
る
。
前
会
長
様
と
相

前
後
し
て
、
多
く
の
先
人
を
失
っ
た
。

あ
れ
か
ら
九
年
、
来
月
三
日
に
は
、
本
部
祖

霊
殿
に
お
い
て
、
老
会
長
様
二
十
年
祭
･
前
会

長
様
十
年
祭
･
老
奥
様
十
年
祭
が
執
行
さ
れ
る
。

来
年
迎
え
る
「
仕
上
げ
の
年
」
に
向
か
っ
て
、

昨
年
の
「
踏
み
出
し
の
年
」
か
ら
何
を
引
き
継

い
で
、
ど
う
仕
切
り
直
し
を
す
べ
き
か
。

誠
に
、
年
祭
は
出
直
の
旬
で
あ
る
。
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